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一
、
専
門
学
校
設
置
準
備
室
の
時
代

一
九
九
四
（
平
成
六
）
年
四
月
一
日
、
太
宰
府
キ
ャ
ン
パ
ス
に

国
士
舘
大
学
福
祉
専
門
学
校
準
備
室
が
開
設
さ
れ
、
私
は
入
職
し

た
。一

九
九
五
（
平
成
七
）
年
四
月
、
国
士
舘
大
学
福
祉
専
門
学
校

開
校
に
向
け
て
教
室
棟
の
改
修
及
び
実
習
棟
の
増
築
が
始
ま
っ
て

い
た
。

準
備
室
員
は
、
教
室
棟
一
階
の
事
務
室
及
び
学
生
食
堂
で
業
務

を
し
て
い
た
。
廣
渡
修
室
長
（
開
校
後
は
校
長
）
と
私
の
二
名
は

教
務
関
連
の
書
類
の
準
備
に
か
か
っ
た
。
ま
ず
、
福
岡
県
下
の
既

存
の
介
護
福
祉
専
門
学
校
を
訪
問
し
て
資
料
を
集
め
た
。
そ
れ
ら

の
資
料
と
国
士
舘
短
期
大
学
の
資
料
を
参
照
し
な
が
ら
、
国
士
舘

の
教
育
理
念
で
あ
る
四
徳
目
「
誠
意
・
勤
労
・
見
識
・
気
魄
」
を

理
想
の
介
護
福
祉
士
を
育
て
る
基
本
理
念
に
置
き
、
学
生
便
覧
を

作
成
し
た
。

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
、
社
会
福
祉
士
介
護
福
祉
士
養
成
施
設
指
定

規
則
に
沿
っ
て
、
一
般
教
養
科
目
・
専
門
科
目
は
す
で
に
出
来
て

い
た
。
特
別
科
目
は
他
校
に
は
な
い
本
校
の
特
性
と
し
て
、
救
急

法
・
陶
芸
を
入
れ
、
教
科
外
活
動
で
は
、
実
習
施
設
の
年
間
行
事

を
参
考
に
し
な
が
ら
作
成
し
た
。

太
宰
府
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、
国
士
舘
の
中
で
は
一
番
敷
地
が
広

く
、
山
林
に
囲
ま
れ
、
グ
ラ
ン
ド
、
体
育
館
な
ど
設
備
が
整
っ
て

い
た
。
そ
れ
ら
の
施
設
利
用
は
、
開
校
後
生
徒
の
ア
イ
デ
ア
を
取

り
入
れ
な
が
ら
一
緒
に
考
え
る
こ
と
に
し
た
。

国
士
舘
旗
争
奪
高
校
剣
道
大
会
は
、
開
校
前
と
同
様
に
継
続
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。
体
育
館
の
活
用
及
び
専
門
学
校
の
広
報
活
動

元
国
士
舘
大
学
福
祉
専
門
学
校
助
教
授　

江
崎　

澄
子

思
い
出
の
記

国
士
舘
の
思
い
出
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を
兼
ね
て
夏
季
休
業
中
に
実
施
し
た
。
関
西
・
九
州
各
方
面
か
ら

剣
士
が
集
ま
り
、
応
援
を
含
め
る
と
延
べ
人
数
は
一
〇
〇
〇
名
を

超
え
、
太
宰
府
キ
ャ
ン
パ
ス
は
人
が
あ
ふ
れ
熱
気
が
あ
っ
た
。

入
学
式
会
場
の
教
室
棟
五
階
の
階
段
教
室
に
は
、
松
島
博
理
事

長
の
筆
に
よ
る
教
育
理
念
の
四
徳
目
「
誠
意
・
勤
労
・
見
識
・
気

魄
」
の
額
を
掲
げ
て
、
第
一
回
入
学
式
を
迎
え
る
準
備
が
整
っ

た
。

二
、
教
員
時
代

一
九
九
五
（
平
成
七
）
年
四
月
一
〇
日
、
第
一
回
の
入
学
生

は
、
一
四
八
名
の
受
験
生
の
中
か
ら
選
考
さ
れ
た
四
四
名
で
あ
っ

た
。
式
典
は
、
松
島
博
理
事
長
を
迎
え
て
厳
粛
に
執
り
行
わ
れ

た
。入

学
生
代
表
は
、
最
年
長
者
の
Ｍ
さ
ん
が
代
表
の
挨
拶
を
さ

れ
、「
二
〇
年
ぶ
り
に
一
〇
歳
代
の
若
い
人
と
椅
子
を
並
べ
て
学

ぶ
事
は
と
て
も
緊
張
す
る
し
、
授
業
に
つ
い
て
い
け
る
か
心
配
で

す
」
と
気
持
ち
を
述
べ
ら
れ
た
。
し
か
し
、
二
年
間
無
欠
席
で
、

同
級
生
か
ら
は
お
母
さ
ん
的
存
在
と
し
て
慕
わ
れ
、
成
績
優
秀
で

卒
業
式
で
も
代
表
の
挨
拶
を
さ
れ
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
。

新
入
生
の
指
導
で
は
、
介
護
は
主
に
高
齢
者
対
象
の
仕
事
が
多

い
の
で
、
礼
節
を
大
切
に
し
、
登
校
下
校
時
や
す
れ
違
っ
た
時
、

2004（平成 16）年　太宰府キャンパス全景
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授
業
開
始
終
了
時
の
起
立
礼
な
ど
声
を
出
し
て
の
あ
い
さ
つ
を
励

行
し
た
。
服
装
は
、
短
パ
ン
、
草
履
、
ノ
ー
ス
リ
ー
ブ
、
透
け
る

服
な
ど
を
避
け
る
よ
う
に
し
た
。「
義
務
教
育
の
延
長
で
細
か
す

ぎ
る
」
と
の
生
徒
の
反
応
も
あ
っ
た
が
次
第
に
浸
透
し
て
い
っ

た
。国

立
夜
須
高
原
少
年
自
然
の
家
（
福
岡
県
朝
倉
郡
筑
前
町
）
で

の
一
泊
研
修
は
、
介
護
福
祉
士
に
な
る
と
い
う
志
を
高
め
る
た
め

に
、「
理
想
の
介
護
福
祉
士
像
」
の
テ
ー
マ
で
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
を
し
た
。
徹
夜
で
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
は
、
活
発
な
意
見
を
出

し
て
共
通
の
目
的
意
識
が
で
き
、
そ
れ
ら
を
模
造
紙
に
ま
と
め
て

翌
日
発
表
し
た
。
ク
ラ
ス
の
仲
間
意
識
が
芽
生
え
、
私
は
こ
れ
ま

で
看
護
専
門
学
校
で
一
三
年
間
教
鞭
を
と
っ
て
き
た
が
、
福
祉
に

つ
い
て
は
、
初
め
て
の
経
験
で
知
識
が
乏
し
く
不
安
が
あ
っ
た
。

講
義
で
困
っ
た
こ
と
は
、
私
自
身
が
福
祉
の
現
場
体
験
が
な
く
、

看
護
体
験
を
話
す
と
、
生
徒
か
ら
「
私
た
ち
は
介
護
福
祉
士
を
目

指
し
て
お
り
、
看
護
師
を
目
指
し
て
い
ま
せ
ん
」
と
指
摘
さ
れ
、

こ
れ
を
契
機
に
私
は
福
祉
大
学
へ
編
入
し
、
福
祉
施
設
の
現
場
実

習
を
体
験
し
た
。
こ
う
し
て
生
徒
と
共
に
私
も
成
長
し
て
い
っ

た
。終

末
期
介
護
の
講
義
の
時
、
Ｙ
生
徒
が
叔
母
の
看
取
り
の
体
験

を
詳
細
に
作
文
に
書
い
て
く
れ
た
。
そ
の
作
文
を
読
み
上
げ
な
が

ら
、
妹
の
死
と
重
な
り
途
中
涙
で
読
め
な
く
な
っ
た
が
、
生
徒
は

1995（平成 7）年 4 月 10 日　第１回入学式
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静
か
に
聞
い
て
い
た
。
心
に
残
る
体
験
で
あ
っ
た
。

教
課
外
活
動
で
は
、
福
祉
施
設
で
実
施
さ
れ
て
い
る
行
事
を
取

り
入
れ
た
。
季
節
行
事
の
餅
つ
き
、
七
夕
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
な
ど

生
徒
が
計
画
・
立
案
し
、
実
施
し
た
。
就
職
後
、
福
祉
の
現
場
の

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
で
活
用
で
き
る
よ
う
工
夫
し
た
。
餅
つ
き

は
、
生
徒
の
体
験
者
が
少
な
く
、
近
隣
の
高
齢
者
の
参
加
を
お
願

い
し
て
生
徒
と
一
緒
に
実
施
し
た
。
最
初
は
興
味
を
し
め
さ
な

か
っ
た
が
、
餅
米
を
蒸
し
、
杵
で
つ
き
、
餅
丸
め
な
ど
作
業
を
す

る
う
ち
に
、
高
齢
者
と
の
話
し
声
や
笑
顔
が
出
て
き
た
。

七
夕
会
で
は
、
校
庭
に
あ
る
笹
竹
を
切
り
、
こ
よ
り
を
縒
り
、

短
冊
を
下
げ
た
。
短
冊
に
は
、「
卒
業
が
で
き
ま
す
よ
う
に
」「
彼

女
が
で
き
ま
す
よ
う
に
」「
車
の
免
許
が
取
れ
ま
す
よ
う
に
」
な

ど
の
願
い
事
が
書
い
て
あ
っ
た
。

救
急
法
で
は
、
一
次
救
命
法
及
び
Ａ
Ｅ
Ｄ
使
用
法
を
実
施
し

た
。

専
門
学
校
で
救
急
訓
練
―
今
年
七
月
非
医
療
従
事
者
の
使

用
が
可
能
に
な
っ
た
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）
を

使
用
し
た
救
急
講
習
会
が
一
五
日
、
太
宰
府
市
御
笠
の
国
士

館
大
学
福
祉
専
門
学
校
で
実
施
さ
れ
た
。
Ａ
Ｅ
Ｄ
と
は
心
臓

が
何
ら
か
の
原
因
に
よ
り
細
か
く
動
き
始
め
て
、
体
に
血
液

を
送
り
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
状
態
に
な
っ
た
際
に
、
電
気

シ
ョ
ッ
ク
を
与
え
て
正
常
な
状
態
に
戻
す
機
械
。
民
間
に
は

ま
だ
普
及
し
て
い
な
い
。
講
習
会
に
は
生
徒
や
教
職
員
約

五
十
人
が
参
加
。
参
加
者
は
「
予
想
以
上
に
簡
単
で
す
ね
」

と
驚
き
な
が
ら
体
験
し
て
い
た
。

�

（
二
〇
〇
四
・
一
一
・
一
五　

太
宰
府
広
報
よ
り
抜
粋
）

研
修
旅
行
で
は
韓
国
日
系
婦
人
保
護
施
設
「
慶
州
ナ
ザ
レ
園
」

を
訪
問
し
た
。
園
は
終
戦
後
韓
国
に
残
さ
れ
た
日
本
人
女
性
の
一

時
避
難
場
所
で
あ
っ
た
が
、
後
に
日
本
人
独
居
老
人
の
収
容
施
設

に
な
っ
た
。
園
内
を
見
学
す
る
と
、
居
室
は
す
べ
て
和
風
の
個
室

で
、
日
本
の
写
真
や
置
物
が
飾
っ
て
あ
っ
た
。
日
本
の
身
元
引
受

人
が
い
な
い
人
、
韓
国
国
籍
者
や
死
亡
扱
い
な
ど
日
本
に
帰
れ
な

い
人
が
入
園
さ
れ
て
い
た
。
Ａ
生
徒
と
私
は
、
八
〇
歳
代
の
女
性

か
ら
話
を
伺
っ
た
。「
京
都
出
身
で
韓
国
男
性
と
結
婚
す
る
も
死

別
し
、
独
居
生
活
が
困
難
な
た
め
入
所
し
た
が
、
最
初
は
寂
し
く

て
日
本
に
帰
り
た
か
っ
た
。
当
時
は
、
園
の
そ
ば
に
あ
る
高
台
か

ら
日
本
列
島
を
眺
め
て
泣
い
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
日
本
に
一

時
帰
国
し
た
人
の
話
で
は
、
最
初
は
歓
迎
し
て
く
れ
る
が
遠
慮
し

な
が
ら
の
生
活
よ
り
、
住
み
慣
れ
た
ナ
ザ
レ
園
の
生
活
の
方
が
楽

し
い
と
聞
き
、
私
は
近
親
者
が
い
な
い
の
で
日
本
に
は
帰
り
ま
せ

ん
」
と
話
さ
れ
た
。
園
で
は
日
本
の
歌
を
歌
っ
て
い
る
と
聞
い
た

の
で
、「
北
国
の
春
」「
故
郷
」
を
み
ん
な
で
合
唱
す
る
と
、
入
所
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者
よ
り
生
徒
の
ほ
う
が
涙
ぐ
ん
で
い
た
。
帰
り
に
は
、
園
の
外
ま

で
見
送
り
に
出
て
、
い
つ
ま
で
も
手
を
振
っ
て
く
れ
た
。

翌
日
は
、
慶
南
専
門
大
学
校
学
生
と
通
訳
を
交
え
て
「
福
祉
全

般
に
つ
い
て
」
意
見
交
換
を
し
た
。
そ
の
後
、
校
庭
で
の
交
流

は
、
英
会
話
や
身
振
り
で
和
や
か
な
雰
囲
気
が
見
ら
れ
た
。
後

日
、
国
士
舘
大
学
福
祉
専
門
学
校
を
訪
問
さ
れ
た
時
は
、
七
夕
飾

り
や
お
抹
茶
で
お
も
て
な
し
を
し
た
。
韓
国
に
は
そ
の
よ
う
な
文

化
は
な
い
と
興
味
を
持
た
れ
た
。

体
育
祭
で
は
、
保
護
者
や
近
隣
の
方
が
一
〇
〇
名
ぐ
ら
い
参
加

さ
れ
、
障
害
物
競
走
や
ゲ
ー
ム
な
ど
で
盛
り
上
が
り
、
終
了
後

は
、
生
徒
が
作
っ
た
カ
レ
ー
を
一
緒
に
食
べ
な
が
ら
「
ア
ッ
ト

ホ
ー
ム
で
い
い
で
す
ね
」
と
笑
顔
で
話
が
弾
み
、
後
日
保
護
者
か

ら
お
礼
の
手
紙
を
い
た
だ
い
た
。

ま
た
、
実
習
施
設
の
入
所
者
を
招
待
し
、
車
い
す
ゴ
ム
風
船
バ

レ
ー
や
車
い
す
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
な
ど
を
一
緒
に
す
る
と
、「
楽

し
か
っ
た
。
ま
た
来
た
い
で
す
」
と
話
さ
れ
た
。

学
園
祭
の
テ
ー
マ
は
「
お
い
で
な
さ
い
」
に
決
ま
り
、
ラ
ジ
オ

放
送
、
西
鉄
大
牟
田
線
駅
の
ポ
ス
タ
ー
掲
示
、
路
上
の
宣
伝
チ
ラ

シ
の
配
布
な
ど
広
報
も
工
夫
し
た
。
全
員
で
分
担
し
て
準
備
し
、

時
間
は
か
か
っ
た
が
、
近
隣
の
方
や
子
ど
も
た
ち
、
保
護
者
や
知

人
な
ど
多
く
の
方
が
参
加
さ
れ
、
食
べ
物
・
不
用
品
・
梅
干
し
の

バ
ザ
ー
、
介
護
体
験
、
障
が
い
者
体
験
な
ど
大
変
な
盛
況
で
あ
っ

た
。開

校
五
周
年
記
念
は
、
公
開
講
座
の
講
師
に
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
及

び
ソ
ウ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
金
メ
ダ
リ
ス
ト
の
国
士
舘
大
学
体
育
学

部
教
授
斉
藤
仁
先
生
を
お
招
き
し
て
、「
金
メ
ダ
ル
へ
の
道
」
を

講
演
し
て
い
た
だ
い
た
。
会
場
は
超
満
員
で
椅
子
を
追
加
す
る
ほ

ど
で
あ
っ
た
。
斉
藤
先
生
の
知
名
度
が
高
く
、
特
に
ご
年
配
の
方

が
多
く
参
加
さ
れ
大
盛
況
で
あ
っ
た
。
先
生
の
温
和
な
お
顔
か
ら

は
想
像
も
で
き
な
い
、
自
分
に
厳
し
い
練
習
を
重
ね
て
こ
ら
れ
た

人
生
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
。

就
職
相
談
や
指
導
は
、
実
習
施
設
へ
求
人
依
頼
や
福
祉
の
職
場

説
明
会
へ
の
参
加
な
ど
教
職
員
が
分
担
し
て
行
っ
た
。
ま
た
、
卒

業
生
を
招
い
て
「
福
祉
職
場
の
現
状
」
の
説
明
会
を
開
催
し
た
。

求
人
は
四
～
五
倍
ぐ
ら
い
あ
っ
た
が
、
三
〇
歳
後
半
か
ら
四
〇

歳
台
に
は
雇
用
条
件
が
厳
し
か
っ
た
。

就
職
後
に
職
場
訪
問
を
す
る
と
、
職
場
の
一
員
と
し
て
第
一
線

で
適
切
な
介
護
を
展
開
し
て
い
る
姿
は
頼
も
し
く
、
施
設
長
か
ら

は
、「
勤
務
態
度
や
ス
タ
ッ
フ
の
評
判
も
よ
く
信
頼
で
き
る
」
と

の
お
褒
め
の
言
葉
を
聞
く
こ
と
が
で
き
た
。

三
、
介
護
実
習
施
設
の
巡
回
指
導

介
護
実
習
施
設
（
以
後
施
設
と
い
う
）
は
、
身
体
障
が
い
者
を
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対
象
と
し
た
施
設
、
身
体
障
が
い
児
を
対
象
と
し
た
施
設
の
約

一
五
施
設
に
生
徒
は
二
～
四
名
ず
つ
に
分
か
れ
て
実
習
に
行
っ

た
。
施
設
は
交
通
の
便
が
悪
い
と
こ
ろ
が
少
な
く
な
く
、
生
徒
の

多
く
は
自
家
用
車
で
の
通
学
と
な
っ
た
た
め
、
交
通
事
故
が
心
配

で
あ
っ
た
が
、
一
一
年
間
で
事
故
の
報
告
は
な
か
っ
た
。
交
通
機

関
を
利
用
す
る
と
二
時
間
近
く
か
か
る
施
設
も
あ
り
、
実
習
施
設

に
宿
泊
し
て
実
習
し
た
。

教
員
は
、
各
施
設
へ
週
二
回
巡
回
指
導
に
行
き
、
ま
ず
指
導
者

に
実
習
状
況
を
聞
き
、
生
徒
か
ら
は
、
実
習
内
容
や
困
っ
た
こ
と

を
聞
き
、
生
徒
間
の
情
報
交
換
や
助
言
を
す
る
。
実
習
で
ト
ラ
ブ

ル
が
あ
り
呼
び
出
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
入
所
者
の
花
瓶
を
割

る
、
移
動
時
の
打
撲
や
転
倒
な
ど
、
特
に
入
所
者
に
身
体
的
外
傷

を
負
わ
せ
た
場
合
は
、
施
設
長
や
指
導
者
に
あ
い
さ
つ
に
行
き
、

生
徒
が
精
神
的
に
落
ち
込
ん
だ
場
合
は
、
学
校
で
指
導
し
た
こ
と

も
あ
っ
た
。

生
徒
か
ら
「
入
所
者
が
い
つ
も
と
様
子
が
違
う
と
指
導
者
に
報

告
す
る
と
、
バ
イ
タ
ル
サ
イ
ン
の
チ
ェ
ッ
ク
（
血
圧
・
脈
拍
等
測

定
）
を
し
、
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
と
言
わ
れ
た
が
、
そ
の
夜
亡
く

な
ら
れ
た
」
と
の
報
告
が
あ
っ
た
。
生
徒
は
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
て

い
た
が
、
翌
日
は
実
習
に
行
っ
て
い
た
の
で
安
堵
し
た
。
ア
セ
ス

メ
ン
ト
の
重
要
性
や
様
々
な
貴
重
な
体
験
は
、
こ
れ
か
ら
の
介
護

福
祉
の
仕
事
に
生
き
る
は
ず
で
あ
る
。

ケーススタデイ集
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巡
回
指
導
で
一
番
多
か
っ
た
相
談
は
、
実
習
日
誌
が
書
け
な
い

こ
と
で
あ
っ
た
。
施
設
の
更
衣
室
を
借
り
て
一
緒
に
考
え
、
電
話

相
談
は
深
夜
に
及
ぶ
こ
と
も
あ
っ
た
。

実
習
の
総
ま
と
め
を
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
（
事
例
研
究
、
卒
業
論

文
に
代
わ
る
も
の
）
と
し
て
実
習
施
設
別
に
全
員
発
表
し
た
。
講

評
は
、
実
習
指
導
者
や
実
習
施
設
に
就
職
し
た
卒
業
生
に
依
頼
し

た
。
質
疑
応
答
で
は
活
発
な
意
見
が
出
て
、
発
表
者
が
答
え
ら
れ

な
い
と
き
は
卒
業
生
が
フ
ォ
ロ
ー
す
る
な
ど
、
と
て
も
有
意
義
な

時
間
を
共
有
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

四
、
閉
校
式

二
〇
〇
一
（
平
成
一
三
）
年
の
第
七
期
生
の
頃
か
ら
受
験
生
が

減
少
し
た
。
県
下
に
介
護
福
祉
養
成
校
が
開
設
当
時
は
七
校
で

あ
っ
た
が
、
平
成
一
六
年
に
は
二
四
校
（
学
科
を
含
む
）
に
増
加

し
、
生
徒
募
集
が
困
難
に
な
っ
た
。
ま
た
、
高
校
へ
生
徒
募
集
に

訪
問
す
る
と
介
護
福
祉
を
希
望
す
る
生
徒
が
減
っ
て
き
た
と
言
わ

れ
た
。
そ
れ
は
、
介
護
福
祉
現
場
の
労
働
待
遇
が
悪
く
な
り
（
福

祉
制
度
の
変
更
や
入
所
者
の
重
度
化
に
よ
る
職
業
病
）
離
職
す
る

人
が
増
え
た
こ
と
も
影
響
し
て
い
た
。
生
徒
増
に
向
け
て
対
策
会

議
を
重
ね
て
き
た
が
、
効
果
は
上
が
ら
な
か
っ
た
。
若
者
に
と
っ

て
福
祉
職
場
が
魅
力
的
な
も
の
で
な
く
な
り
、
本
校
の
み
で
な
く

2007（平成 19）年 3 月 15 日　閉校式
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周
辺
の
介
護
福
祉
専
門
学
校
も
閉
校
の
声
が
聞
こ
え
て
き
た
。

二
〇
〇
七
（
平
成
一
九
）
年
三
月
、
第
一
一
期
生
の
卒
業
式
を

最
後
に
閉
校
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
太
宰
府
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、
敷

地
が
広
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
卒
業
後
に
母
校
を
訪
問
し
た
際
の

思
い
出
と
な
る
よ
う
記
念
樹
と
し
て
、
実
習
棟
横
に
毎
年
い
ろ
は

楓
（
国
士
舘
の
校
章
）
を
植
樹
し
て
い
た
。
閉
校
時
に
は
一
一
株

に
な
っ
て
い
た
。

五
、
旧
太
宰
府
キ
ャ
ン
パ
ス
の
そ
の
後

二
〇
一
三
（
平
成
二
五
）
年
四
月
一
日
、
太
宰
府
キ
ャ
ン
パ
ス

は
太
宰
府
市
に
譲
渡
移
管
さ
れ
、
同
年
七
月
二
七
日
、
本
学
及
び

太
宰
府
市
合
同
に
よ
る
除
幕
式
が
執
り
行
わ
れ
た
。

跡
地
に
は
、
記
念
碑
「
国
士
舘
太
宰
府
校
地
跡
」
と
卒
業
生
一

同
寄
贈
「
念
ず
れ
ば
花
ひ
ら
く
」
の
二
基
が
並
べ
ら
れ
、
後
方
に

は
国
士
舘
校
章
の
い
ろ
は
楓
が
三
株
植
樹
さ
れ
て
い
た
。

除
幕
式
に
は
、
元
国
士
館
大
学
福
祉
専
門
学
校
同
窓
会
役
員
に

声
掛
け
を
す
る
と
一
〇
名
が
出
席
し
て
く
れ
た
。
卒
業
生
と
近
況

や
専
門
学
校
時
代
の
思
い
出
話
を
し
な
が
ら
当
時
を
懐
か
し
ん

だ
。「

記
念
樹
は
元
気
に
育
っ
て
い
ま
す
か
」
と
誰
か
の
声
が
聞
こ

え
た
。
ま
た
、
専
門
学
校
で
培
っ
た
思
い
を
語
っ
て
く
れ
た
卒
業

卒業記念樹
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生
も
い
た
。「
現
場
で
働
い
て
み
て
理
想
と
現
実
の
違
い
に
挫
折

し
そ
う
に
な
っ
た
時
、
同
級
生
の
声
を
聴
く
と
勇
気
と
活
力
が
湧

い
て
き
た
」「
施
設
実
習
で
、
授
業
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
強
く
感

じ
、
様
々
な
人
生
を
歩
ん
で
き
た
高
齢
者
を
介
護
す
る
の
だ
か
ら

介
護
の
勉
強
に
終
わ
り
は
な
い
と
思
っ
た
」
な
ど
な
ど
…
。

そ
の
他
、
研
修
旅
行
、
学
園
祭
（
お
い
で
な
さ
い
）
及
び
体
育

祭
な
ど
の
行
事
に
つ
い
て
も
、
一
つ
一
つ
が
生
徒
の
手
作
り
で
、

遅
く
ま
で
意
見
を
出
し
合
っ
て
作
り
上
げ
た
こ
と
が
大
切
な
思
い

出
と
な
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
っ
た
。

二
〇
一
六
（
平
成
二
八
）
年
六
月
二
〇
日
、
旧
太
宰
府
キ
ャ
ン

パ
ス
を
訪
れ
た
。
国
士
舘
大
学
の
名
称
を
外
さ
れ
た
門
を
入
る

と
、
旧
教
室
棟
の
外
観
は
耐
震
補
強
が
な
さ
れ
、
ク
リ
ー
ム
色
に

塗
装
さ
れ
て
い
た
。
玄
関
へ
入
る
と
、
受
付
が
あ
り
、
応
接
テ
ー

ブ
ル
と
ソ
フ
ァ
ー
は
、
私
が
就
職
し
た
初
日
に
座
っ
た
も
の
で
感

慨
深
か
っ
た
。
旧
食
堂
の
テ
ー
ブ
ル
・
椅
子
は
当
時
の
ま
ま
で

あ
っ
た
。

二
階
の
旧
教
室
は
、
施
設
課
・
上
下
水
道
課
に
な
っ
て
い
た
。

三
階
は
、
校
区
自
治
協
議
会
等
の
会
議
室
、
事
務
室
に
な
っ
て
い

た
。
四
階
の
旧
図
書
館
は
倉
庫
、
五
階
の
階
段
教
室
は
、
当
時
の

ま
ま
で
あ
っ
た
。
舞
台
に
は
、
演
台
と
花
台
が
並
べ
ら
れ
、「
寄

贈
平
成
九
年
三
月
一
八
日　

国
士
舘
大
学
福
祉
専
門
学
校
第
一
期

卒
業
生
一
同
」
の
名
称
が
刻
ま
れ
、
当
時
の
ま
ま
で
あ
っ
た
。
式

記念碑「国士舘太宰府校地跡」と卒業生一同寄贈「念ずれば花ひらく」
（国士舘大宰府キャンパス跡地）
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典
（
入
学
式
・
卒
業
式
）
を
一
一
回
繰
り
返
し
、
全
員
で
国
士
舘

舘
歌
を
手
話
で
唱
和
し
た
こ
と
を
想
い
出
し
、
懐
か
し
か
っ
た
。

手
話
に
よ
る
舘
歌
は
、
専
門
学
校
の
特
色
で
も
あ
っ
た
。

旧
実
習
棟
の
介
護
実
習
室
、
入
浴
実
習
室
、
調
理
実
習
室
は
、

太
宰
府
市
公
文
書
館
の
事
務
室
及
び
資
料
室
に
改
装
さ
れ
て
い

た
。
校
舎
か
ら
グ
ラ
ウ
ン
ド
へ
続
く
道
の
両
側
に
あ
っ
た
桜
の
樹

は
一
段
と
大
き
く
な
っ
て
お
り
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
整
地
さ
れ
運
動

公
園
に
な
っ
て
い
た
。
体
育
館
は
、
当
時
の
ま
ま
で
あ
っ
た
が
、

外
壁
は
一
部
剥
げ
て
い
た
。

卒
業
記
念
樹
は
、
一
一
株
が
九
株
に
な
っ
て
い
た
。
記
念
樹
の

前
に
は
手
作
り
の
木
製
表
札
を
建
て
て
い
た
が
、
見
当
た
ら
な

か
っ
た
。
し
か
し
、
九
株
の
記
念
樹
は
大
木
に
成
長
し
て
お
り
、

嬉
し
か
っ
た
。
卒
業
生
が
訪
れ
る
の
を
待
っ
て
い
る
か
の
よ
う
で

あ
る
。
第
一
期
生
か
ら
第
一
一
期
生
ま
で
の
様
々
な
思
い
出
が
走

馬
灯
の
よ
う
に
甦
っ
て
き
た
。

� 五階階段教室と第 1 期生寄贈の演台と花台


